
202522201400 

 

2025年度 授業コード： 22201400 

授業科目  養護実習 実務家教員担当科目 - 

単位 4 履修 選択 開講年次 4 開講時期 通年 

担当教員 杉谷  修一／増本 由紀子 

授業概要 

養護実習を通して養護教諭として必要な態度を養い、学校保健の推進と実践力を培うことを意図してい

る。 

小・中・高等学校において３週間の養護実習を体験する。実習内容は実習校の実状に応じて計画する。

養護教諭の職務内容については実習校の重点的な保健活動あるいは実習期間中の行事等を考慮する。但

し実習機会のない項目についても可能な限り講話や資料で学習し、実習校における保健活動全体の概要

を把握できる養護実習にする。 

授業形態  授業方法 実習 

学生が達成すべき行動目標 

標準的

レベル 

１．これまで履修した教職・専門科目等の理論や技術を基礎に、教育現場における実践的な展開を体験

することで、養護教諭の職務を説明できる。 

２．学校保健活動を推進するために、学校教育全般の組織、運営を理解し、養護教諭の立場と役割につ

いて体験を通して説明できる。 

３．児童生徒等の人格形成と心身の成長・発達に貢献し、教育における研究課題を発見すると共に自己

の望ましい教師像を形成することができる。 

養護実習の目標を達成できるように、自分の課題解決に向けて行動できる。 

理想的

レベル 

理想的なレベルとして次の３点を満足できること。 

１．養護実習の目標を達成することができる。 

２．自ら進んで、児童生徒等への対応や指導を行うことができる。 

３．自分の課題解決に向けて積極的に行動できる。 

評価方法・評価割合 

評価方法 評価割合（数値） 備考 

試験   

小テスト   

レポート 20  

発表（口頭、プレゼンテーション）   

レポート外の提出物 30  

その他 50  

カリキュラムマップ（該当 DP）・ナンバリング 

DP1 〇  DP2 〇  DP3 〇  DP4 〇  DP5 〇  ナンバリング WE44114J 

学習課題（予習・復習） １回の目安時間（時間） 

実習校との打ち合わせ。 

実習期間の計画立案。 

これまで学習した関連科目の復習。 

4  

授業計画 
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第 1回 

〇実習校の指導者と十分に打合せを行った上で、学校行事等を考慮して実習計画をたてて進めて行くこ

と。 

〇養護実習校において以下の内容について、養護実習を行う。 

1.学校教育の概要 

2.学校保健組織活動 

3.学校保健安全計画及び養護教諭の職務計画 

4.保健室の運営管理 

5.環境衛生の観察・調査 

6.定期（臨時）健康診断の計画・立案・運営・事後指導 

7.救急処置及び疾病予防・疾病管理 

8.学校環境衛生活動 

9.健康観察及び欠席調査と分析 

10.個別指導保健指導・集団保健指導 

11.健康相談 

12.集団の保健教育及び個別の保健指導 

13.感染症対策 

14.保健行事の際の保健管理 

15.教育者の資質向上と研修方法 

16.特別な支援を必要とする子どもへの対応 

17.その他 
 

テキスト 
学校保健・安全実務研究会 編著:『新訂版 学校保健実務必携』 （第一法規） 

 

参考図

書・教材

／データ

ベース・

雑誌等の

紹介 

「改訂 養護実習ハンドブック」 大谷尚子・中桐佐智子 東山書房 

必要に応じて、資料を配布する。 

課題に対

するフィ

ードバッ

クの方法 

レポート課題、記録類については、授業の中で指示する。 

その他の評価については、実習校の評価・担当教員による実習巡回指導等で評価する。 

学生への

メッセー

ジ・コメ

ント 

児童生徒等の成長発達の理解や現代的子どもの健康課題への対応、指導力などの実践力が求められま

す。救急処置など児童生徒への迅速な対応ができるように準備を整えてください。また、保健だよりや

掲示物、学習指導案の作成など実習に行く前に準備をしてください。 

１．できるだけ早いうちから養護実習校の実情を把握し、養護実習の準備のための学習をして下さい。 

２．ノートを準備し、教職科目と養護専門課目の復習を行ってください。 

３．実習後はノートと実習日誌、ポートフォリオを整理して、理解を深めてください。 
 

 


